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　１月９日、有屋スキースポ少（小沼慶幸代表）が主催す
る「りゅう馬スプリントスキーフェスタ2022」が神室ス
キー場を会場に開催されました。当日は晴天に恵まれ、総
勢49名が参加し、今シーズン初めてのスキー大会を楽し
みました。競技は４種目と大人が参加するエキシビジョン
が行われ、どの種目も熱戦が繰り広げられました。最優秀
選手には、神沼天希選手（金山スポ少クロカンスキー部）、
小沼れい選手（有屋スキースポ少）が選ばれました。

　１月13日、有屋小学校の１・２年生が、地域の方々と
一緒に「なしだんご飾り」に挑戦しました。なしだんごは
小正月の伝統行事で、有屋小では６年前から実施していま
す。なしだんごを飾る意味を学んだ児童たちは、つきたて
のお餅を藁にさしたなしだんごと手づくりの縁起物飾りを
ミズキの木にバランスをみながら飾り付け。上手に飾り付
けができ、満足した様子でした。

　正野菊松さん（下野明）が、１月12日に100歳の誕生日
を迎えられ、佐藤町長からご本人へ賀詞やお祝い金が贈呈
されました。菊松さんは、大正11年生まれ。健康長寿の
秘訣は「しっかり食事をとること」だそう。ご家族に囲まれ、
節目の日を迎えた菊松さん。これからも健康に留意され、
長生きしてください。100歳のご長寿、おめでとうござい
ます。

　岸綾子さん（十日町）が旭日単光章を受章されました。
岸さんは、平成11年５月に金山町議会議員に当選され、
平成27年までの４期16年の永きにわたり町の発展に多大
な貢献をなされました。「皆さんから支えていただいたお
かげで受章することができました。本当に感謝していま
す。」と岸さんがにこやかに話してくださいました。栄え
あるご受章、誠におめでとうございます。

　町内の国道除雪を請け負う白岩土木建築㈱が毎年開催し
ている冬季交通安全教室が12月22日、金山防災除雪ステ
ーションで開かれました。冬空のもと、認定こども園めご
たま年長児が参加し、ロータリー除雪車や除雪グレーダー
などの車を見学。順番に乗車させてもらい、死角について
教えてもらいました。冬の安全について学ぶ、貴重な体験
となりました。

　１月16日、グリーンバレー神室を会場に神室雪まつり
が開催され、親子連れなど多くの来場者で賑わいました。
まつりの目玉は雪だるまと雪灯篭づくり。参加した子ども
たちはボランティアの大学生たちと一緒に雪遊びを全力で
楽しみました。出店も多数出店し、温かい食べ物でほっこ
りする姿も。日が落ちると、毎年恒例のカラフルな雪中花
火が空に映し出され一日中神室スキー場を満喫した方も見
られました。

　１月17日、明安小学校で大凧の色塗りが行われました。
これは、平成14年に後藤登さん（安沢）によって製作され
た凧を閉校記念としてリメイクしようと企画されたもの
で、今回はグラフィックデザイナーの星川忠平さん（安沢）
が原画をもとにデザイン。児童たちは、下絵からはみ出さ
ないように丁寧に作業しました。「上手に色を塗ることが
できて良かった。」と完成が楽しみの様子です。

▼12月28日に佐藤町長に受章を報告された（賞状は額装前）

▲賀詞を持ち、凛々しく写真に応じる菊松さん

▼完成したなしだんごと飾り付けした児童・先生・地域の皆さん

▼枠をはみ出さないようにと一生懸命作業する児童たち

▲熱気あふれるレースが展開されたりゅう馬スプリントスキーフェスタ

▲この日はリフトも無料開放されここ数年で一番の利用者となった▲作業車に乗車して安全を確認した園児たち

１年間を幸せに過ごせますように
有屋小で恒例のなしだんご飾り

明安小で閉校記念大凧つくり
丁寧な作業で思い出づくり

地域に愛されるスキー大会に
りゅう馬スプリントスキーフェスタ2022

祝！正野菊松さんが１００歳
町からお祝い金を贈呈

岸綾子さんが旭日単光章を受章
永きにわたり町発展に寄与

　神室雪まつりを開催
多くの来場者で賑わう　

白岩土木建築が冬季交通安全教室
めごたま年長児が雪道の注意点を学ぶ
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